
2020年 11月 8日

「色づ く里山で見 られ る花」(案)  PO法 人四季の森里山研究会
担当 :官下、尾崎、林、青木

「今日は何の日」

。二十四節気  『立冬 (り っとう)』 11月 7日 ～21日 頃 暦の上では冬の始まり
。11月 8日 (日 )誕生花は「ヒイラギ (柊 )」 、花言葉  「用心深さ」「先見の明」「保護」
・色づくとは、色がつく、植物などがその時節をむかえて美しくなる、本の葉や果実が赤

や黄色になる

●色づく里山 :紅葉・黄葉・褐葉の仕組みと色

・紅葉 (こ うよう):秋になると落葉樹は葉の根元にコルク質の離層が出来る。すると、光

合成で作られた糖分などが葉に蓄積し、赤い色素 (ア ントシアニン)が生成され赤くなる。

・黄葉 (お うよう):葉には黄色の色素 (カ ロチノイ ド)と緑色の色素 (ク ロロフィル)が

あり、クロロフィルの量がカロチノイ ドより8倍多いため、普段は緑色に見えるが、秋が深

まるとクロロフィルが分解され、カロチノイ ドが残 り葉は黄色く見える。

・褐葉 (かつよう):褐色の色素 (フ ロバフェン)が生成。

●花 (華)一キク科の植物の花
。種子植物 (被子植物と裸子植物)の花は生殖器官。花が美しいのは昆虫や鳥の目を引き花

粉を運んでもらうため (虫媒花)。 裸子植物やイネ科の植物などは花粉が風によって運ばれ

(風媒花)花は地味で日立たない。
。キク科の植物は世界で 2万種、日本国内で 360種、四季の森公園では 29種 (四季の森公

園花の図鑑 )。 キク科の植物は被子植物で最も進化したもの。花の特徴は頭状花序 (と うじ

ょうかじょ)で、筒状花 (と うじょうか)と 舌状花 (せつじょうか)の 2つがある。ユウガ

ギク、シラヤマギク、シロヨメナ、ヤブタバコ、タイアザミ、コスモスなど。

●観察路で見られる花 (現地地で再度確認が必要)

ツワブキ (花)□、ススキ (花)□ 、イヌショウマ (花)□、シラヤマギク (花)□、ヤ

ブマメ (花)□、ツリフネソウ (花)□、ヤブタバコ (花)□、ツクバ トリカブ ト (花)□、

ユウガギク (花)□、タイアザミ (花)□、ミズヒキ (実)□、オオバコ (花)□、ゲンノ

ショウコ (花)□、イヌタデ (花)□、コスモス (花)日、シロヨメナ (花)□、ミツマタ

(花芽)□、キツリフネ (花)□、ミソソバ (花)□、

●色という漢字、○○○

次回の自然観察会は、12月 13日 (日 )テーマは「紅葉を楽しむ」です。


